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NSAIDs 鎮痙薬

症状に対する治療 (月経困難症）



早めに飲ませる

婦人科ガイドライン2017

Tips
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トラネキサム酸 
（トランサミン®）

海外では2.5‒4 g/day x 4D 
本邦では保険適用外

Note

症状に対する治療 (過多月経）
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エストロゲンプロゲスチン配合薬



月経のコントロール (月経困難症・過多月経）

ゴナドトロピン 
（下垂体）

卵　巣

女性ホルモン
（卵巣）

子宮内膜

　　　  卵胞刺激ホルモン 　　　黄体化ホルモン

エストロゲン

プロゲステロン

卵胞

卵胞期 黄体期排卵

月経期 増殖期 分泌期消退出血

エストロゲンプロゲスチン配合薬
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プロゲ
スチン

月経のコントロール (月経困難症・過多月経）



必ずしも消退出血をおこさなくても良い 
＝休薬期間を置かなくても良いTips

月経のコントロール (月経困難症・過多月経）

女性ホルモン
（卵巣）

子宮内膜

消退出血

エストロゲン

プロゲスチン
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月経のコントロール (月経困難症・過多月経）

レボノルゲストレル放出子宮内システム 
（LNG-IUS ミレーナ®)



月経のコントロール (月経困難症・過多月経）

レボノルゲストレル放出子宮内システム

ゴナドトロピン 
（下垂体）

卵　巣

女性ホルモン
（卵巣）

子宮内膜

　　　  卵胞刺激ホルモン 　　　黄体化ホルモン

エストロゲン

プロゲステロン

卵胞

卵胞期 黄体期排卵

月経期 増殖期 分泌期 プロゲスチン
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月経のコントロール (月経困難症・過多月経）

•約５年間で効果は切れる 
•粘膜下筋腫合併、大きな子宮では脱出のリスク 
•tailが見えない、、、レントゲンに写ります！ 

Note

レボノルゲストレル放出子宮内システム



症状に対する治療 
月経のコントロール 

器質的疾患のコントロール

薬物療法のABC



Note

器質的疾患のコントロール
本来は器質的疾患の除外が先！



器質的疾患のコントロール

月経困難症
可能性のある器質的疾患

過多月経
子宮内膜症 
子宮腺筋症 
子宮筋腫 
子宮奇形

子宮筋腫 
子宮腺筋症 

子宮内膜ポリープ 



 エストロプロゲスチン プロゲスチン GnRHアナログ
排卵抑える 
月経量も減る 

（連続投与で止まる） 
長期投与可能 
血栓など副作用

排卵抑える 
月経止まる 
長期投与可能

排卵抑える 
月経止まる 

長期投与不可能
プロゲスチン放出 
子宮内システム
排卵抑えない 
月経量減る 
長期挿入可能

器質的疾患のコントロール
器質的疾患に対する治療



月経のコントロール (月経困難症・過多月経）

ゴナドトロピン 
（下垂体）

卵　巣

女性ホルモン
（卵巣）

子宮内膜

　　　  卵胞刺激ホルモン 　　　黄体化ホルモン

エストロゲン

プロゲステロン

卵胞

卵胞期 黄体期排卵

月経期 増殖期 分泌期

プロゲスチン

出血 出血 出血



月経のコントロール (月経困難症・過多月経）

ゴナドトロピン 
（下垂体）

卵　巣

女性ホルモン
（卵巣）

子宮内膜

　　　  卵胞刺激ホルモン 　　　黄体化ホルモン

エストロゲン

プロゲステロン

月経期 増殖期 分泌期

GnRHアナログ

卵胞

卵胞期 黄体期排卵
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